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[suido:00073] IRC Source Weekly(第39週～第40週）


	From
	"Naofumi OWADA" <owada@jicwels.or.jp>

	Date
	Fri, 28 Oct 2005 10:15:13 +0900




JICWELS-NET 参加者各位
平素よりお世話になっております
IRC Source Weekly(第39週～第40週）をお送りいたします。
■IRC’ s Source Weekly（http://www.irc.nl/source）” Japanese Version 和訳
版
The following set translated into Japanese is “Reprinted with permission of
IRC - www.irc.nl.”
更新日：2005年10月5日
週間情報、第39～40週（05年10月5日）
http://www.irc.nl/page/26338/
【日誌】
●現場からの日誌：ウガンダ（５）ビソジ小学校における学校衛生
　キセンボ・アスマンがウガンダから送る新シリーズの第５回。アスマンは、「コ
ミュニティ・エンパワーメント・イニシアチブ」（CEI）の一環としてシマビが出資
する水道・衛生プロジェクトのプログラム・コーディネーター。このプロジェクト
は、IRC及びシマビが共同で推進している。
【国際】
●コラム：切望される清浄な飲料水
　『ワシントンポスト』紙に掲載されたコラムのなかで、ヤン・エリアソン国連総会
議長とスーザン・ブルメンタル博士（元・米国公衆衛生局副長官）は、水に関する世
界的規模の行動計画を要請している。
●キャンペーン：公共サービスに関する権利に基づく国際協定
　複数の市民社会団体の連携により、権利に基づいた質の高い公共サービス（水・衛
生関連を含む）を促進し、国家・地方レベルでの民主的な説明責任を国際的な基準に
より支えていくためのキャンペーンが進められている。目的は、特に貧困層に利益を
もたらすような、公共サービスに関する国際協定（GAPS）を新たに策定することであ
る。
●インフラ整備：世界銀行が支出増大
　世界銀行は開発途上国におけるインフラ整備プロジェクトへの出資を、今後2～3年
のあいだに年間10億米ドル増額し、約100億米ドルとする計画を立てている。水供給
・衛生関連の融資は、2002年の5億300万米ドルから2005年の17億1800万米ドルへと着
実に増大している。
【今週の発言】
●アトゥンドゥトマ、妊娠した女性（ガーナ、アウリゴ村）
　妊娠中の水汲みは辛い作業だ。肩、手首、胸に痛みが走る。出産のときまで、私は
水汲みを続けなければならない。
●カテュータイア・カウラ（ナミビア、体育館整備民主連盟［DTA］総裁）
　300万ドルの資金が武器購入のために軍に投じられ、何の説明もなく費やされてい
る。1000万ナミビア・ドルが「ナンドース」（チキン中心のファーストフード・
チェーン）に投資され、跡形もなく消えてしまった。その一方で、オプウォの同胞た
ちのために水を浄化する資金は全くない。
【アフリカ：サブサハラ地域】
●レソト：ダム建設プロジェクトに抗議
　レソトと南アフリカは、レソト高地地方での第三のダムの建設に向けて、2年間に
わたるフィージビリティスタディを行う協定に署名した。
●ケニア：議会、水関連計画向けに1060万KES（ケニア・シリング）の予算を可決
　議会は、水道灌漑省に関する議案を可決し、同省は統合基金（Consolidated
 Fund）から1060万KESを利用できるようになった。これによって同省は、職員の給与
を支払うとともに、本会計年度末までの開発プロジェクトを実施できるようになっ
た。
【アジア・太平洋地域】
●ネパール：ラブストーリー仕立てで都市部での水資源節約の重要性を説くテレビ番
組
　ラブストーリー仕立てで都市部での水資源節約の重要性を説く新作映画『ジャパ
リ』が2005年9月17日「ネパール・テレビ」で放映され、全国で60％の視聴率を獲得
した。
●ティースタ川をめぐりバングラデシュとインドが合意
　バングラデシュとインドの水担当閣僚は、両国のあいだを流れる重要な河川・
ティースタ川からの取水を制限することで合意に達した。
【ラテンアメリカ及びカリブ海沿岸地域】
●メキシコ：水道水を飲用するのは最貧困層だけ
　メキシコでは、最貧困層以外の人々は皆ミネラルウォーターを購入しているが、そ
の一方で、メキシコの上水道の水質は、都市部を中心にここ数十年で劇的に改善され
ている。
●グァテマラ：民営化に対する先住民の大規模抗議行動が成功
　先住民グループ「キッシェ」メンバーによる1万5000人以上の抗議行動を受けて、
ルクレチア・マロキン委員長は、民営化法案の審議継続を中止することを決定した。
【中欧・東欧地域】
●ロシア、セントペテルスブルク：各国首脳、排水処理プラント開所式に出席
　スウェーデン、フィンランド両国の政府首脳は、ウラジミール・プーチン首相とと
もに、セントペテルスブルクの南西部排水処理プラントの開所式に出席した。同排水
処理プラントは、フィンランド湾及びバルト海の汚染を抑制するための最新の取組み
の一つである。
●欧州及び中央アジア（ECA）：水へのアクセス及びその品質・信頼性に関して、都
市部・村落部に大きな格差
　世界銀行の新たな報告書によれば、ECA地域の多くの諸国（モルドバ及びタジキス
タンを除く）は、水・衛生に関するMDG達成に向けた軌道に乗っているように思われ
るが、水へのアクセス及びその品質・信頼性に関しては、都市部・村落部に大きな格
差がある。
【西欧・北米地域】
●米国：ハリケーン「カトリーナ」による水関連システムへの損害は20億米ドル以上
に
　ハリケーン「カトリーナ」により被災したルイジアナ、ミシシッピ、アラバマの各
州では、公共上水道システムへの修理・更新に22億5000万米ドル（18億9000万ユー
ロ）以上の費用がかかる見込み。一方、ヒューストン州及びテキサス州では、ハリ
ケーン「リタ」により、非常に重要な取水施設に対する電力供給が絶たれたことで、
約50万件の住宅用・産業用利用者への水供給が危機に瀕している。
【著名人関連】
●ビル・クリントンによる運動、12億5000万米ドル相当の政府公約を獲得、うち2000
万米ドルが水関連
　国連総会中にビル・クリントンが行った「グローバル・イニシアチブ」運動を受け
て、各国政府は、世界が直面する最も大きな問題のいくつかに取り組むため、総額12
億5000万ドル規模に相当する公約を行った。そのうち2000万米ドルは、アフリカにお
ける水問題の解決に充てられる。
●ウォーターエイドが獲得した国連における地位
　ウォーターエイドは、「国連経済社会委員会（UNECOSOC）に対する特別諮問NGO」
として、国連における新たな地位を獲得した。
●ウォーターアドボケイツ：2010年までに米国での資金集めを3倍に
　ウォーターアドボケイツ（Water Advocates）は、安全・低価格で持続的に利用可
能な飲料水及び適切な衛生設備を世界的に提供するため、米国民による支援を拡大す
ることを目的とした米国に本拠を置く非営利組織である。
【プロジェクト】
●インド、西ベンガル地方：砒素による被害を受けた地域のために、連邦政府が220
億INR（インド・ルピー）を拠出
　インド連邦政府は、西ベンガル地方のナディア、ムルシダバード、マルダ及び北部
24パルガナーにおいて砒素による被害を受けた7つの地域に対して濾過済みの水を供
給するため、220億INRの予算を配分した。
●モザンビーク：マプトの貧困層への水供給に向けたフランスの支援
　フランス開発庁（AFD）は、モザンビークに対する700万ユーロ（約844万米ドル）
の拠出を決定した。この資金は、マプト郊外における清浄な飲料水供給を改善するた
めのプロジェクトに充てられる。
●ネパール：安全な水・衛生体制に向けて、OEPCの基金が35万米ドルを支援
　OPEC国際開発基金は、ネパールにおける貧困４地区に安全な飲料水・衛生設備を供
給することを目的としたイニシアチブを支援するため、35万米ドルを拠出することを
決定した。
【読者の反応】
水に関する国際会議について
水に関する大規模会議について
【専門家の選択】
ピエール・ユベール博士（仏エコール・ナシオナル・スペリウール・デ・マン・ド・
パリ）
　専門分野：水気候学
【新たに得られた教訓】
●税金：民営水道事業者に関する新たな課税手法（フィリピン）
　フィリピン国内資源・水資源委員会（NWRB）は、同委員会の管轄下にある民間水道
事業者に関する経済的規制の改善に向け、新たな税額設定手法として提案されていた
「5か年投資利益率（ROI）」手法を承認した。
●都市における水のモニタリング：脆弱性を基準としたゾーン設定が有効
　都市地域における水供給監視に関する現行システムのほとんどは先進国において生
まれたものであり、先進国以外の地域でそのまま適用された場合には相当の欠陥があ
る。ペルー及びウガンダから、都市におけるゾーン設定に対する二つのアプローチが
提示されている。
【基金・賞など】
●「開発市場」コンクール：貧困地域のための画期的な水・衛生ソリューションに対
して、総額400万米ドルの賞金
　開発途上国の貧困地域における水供給・衛生・エネルギー関連サービスの品質及び
アクセスを改善する、革新的で持続可能な国内レベルでのソリューションを支援する
ため、最高20万ドルの賞金が与えられる。
　応募期限は2005年11月30日（水曜日）。
【資料・新規刊行物】
●村落部における水供給・衛生及び予算支援
　貧困撲滅支援融資など、予算支援業務の構想・実施に当たる水供給・衛生担当ス
タッフのための出発点。
●学習協力に関する国際シンポジウム
　主な協議事項、結論、参加者からのフィードバックを含む議事録。
●水、家庭、村落部での生活（CD-ROM）
　地方レベルでの水資源管理をめぐるテーマについて、半乾燥地帯の国家に焦点を当
てた現実的なガイドを収録した対話式のCD。
【新着ネット情報】
●支援資料
　「フレッシュウォーター・アクション・ネットワーク」がまとめた、水・衛生に関
する多くの支援資料、国際会議の最終文書、ウェブ上の資料。
【会議及びイベント】
●「水に対する人権」に関する国際会議
　ベルリン（ドイツ）、2005年10月21日～2005年10月22日
　取り上げられる問題としては、「『水に対する人権』に関して、国際的な人権法に
おける法的根拠は何か」「『水に対する人権』を各国の行動につなげるにはどうすれ
ばいいか、またそうした実践を成功させるための前提条件は何か」などである。
●第11回世界湖沼会議
　ナイロビ（ケニア）、2005年10月31日～11月4日
　テーマ：湖沼地域の持続的利用のための管理：世界各地の体験とアフリカにおける
問題
●第6回WARFSA／ウォーターネット／GWP-SAシンポジウム
　エズルウィニ（スワジランド）、2005年11月1日～2005年11月3日
　主なテーマ：「持続可能な社会経済発展、万人の健康、両性の平等における水」
国際厚生事業団
研修事業部
大和田　尚史
*************************************
現在のJICWELS-NET加入者数　　193人
*************************************
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・このメールに返信すると、メーリングリストの全参加者にメールが発信されます。ご注意下さい。
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